
 

 

← 
阿見町掛馬付近からの霞ヶ浦。対岸

は土浦の市街地。その先には筑波連

山と筑波山。（平成 24 年８月撮影） 

← 
３０分交代で漕ぎ進め

る霞ヶ浦周航（遠漕）
参加者（大正 11 年秋） 

スケッチ「桜川遠征」
（上，『水郷つちうら
回想』より転載）桜満
開の桜川（右，『霞ヶ
浦の自然・かすみがう
らネット』より転載） 

  
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

      
 

   

              

端
艇
（
ボ
ー
ト
）
の
快
（
楽
し
さ
） 

 

前
号
で
述
べ
た
よ
う
に
、
春
５
月
の
水
上
運

動
会
（
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
）
に
向
け
て
は
、
学
年

や
学
級
ご
と
に
猛
練
習
を
繰
り
広
げ
、
当
日
は

プ
ラ
イ
ド
を
か
け
た
レ
ー
ス
が
白
熱
を
極
め

た
。
着
順
判
定
を
め
ぐ
っ
て
は
激
し
い
抗
議
行

動
が
起
こ
る
事
態
も
あ
っ
た
。
し
か
し
レ
ー
ス

が
終
わ
れ
ば
、
生
徒
達
は
霞
ヶ
浦
の
自
然
の
魅

力
に
惹
か
れ
、
湖
上
に
ボ
ー
ト
を
浮
か
べ
て
は

意
気
揚
々
〝
端
艇
行
〟
を
堪
能
し
て
い
た
。 

 

『
進
修
』
第
26
号
（
昭
和
２
年
９
月
発
行
）

に
は
、
当
時
５
年
生
だ
っ
た
桜
井
茂
氏
（
中
27

回
卒
）
の
水
上
部
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

「
春
、
桜
花
爛
漫
た
る
頃
、
落
花
紛
々
と
散
り

敷
く
桜
川
に
端
艇
を
走
ら
す
時
の
快
、
青
葉
深

き
夏
の
日
に
油
蝉
の
声
よ
り
遠
ざ
か
り
、
遠
く

ポ
プ
ラ
の
影
を
眺
め
な
が
ら
湖
心
に
艇
を
浮
か

べ
る
時
の
快
、
秋
筑
波
の
翠
峰
美
し
く
水
に
映

り
、
水
田
は
黄
金
の
波
を
打
た
す
頃
、
湖
畔
の

葦
を
揺
る
が
せ
な
が
ら
艇
を
操
る
時
の
快
、
落

莫
た
る
冬
の
日
に
草
も
木
も
水
も
凍
ら
ん
と
す

る
時
オ
ー
ル
の
響
勇
ま
し
く
汗
ば
む
程
に
力
漕

す
る
の
快
、
な
に
も
の
か
之
に
た
と
う
る
事
が

で
き
よ
う
」
と
四
季
折
々
の
端
艇
の
快
（
楽
し

さ
）
を
綴
り
、
高
揚
の
あ
ま
り
、
そ
れ
は
何
事

に
も
例
え
よ
う
が
な
い
と
言
い
切
っ
て
い
る
。 

霞
ヶ
浦
の
豊
か
な
自
然
に
ふ
れ
る 

ま
た
、
土
浦
の
保
立
本
店
社
長
だ
っ
た
保
立

俊
一
氏
（
中
31
回
卒
）
は
、
著
書
『
水
郷
つ

ち
う
ら
回
想
』
（
筑
波
書
林
）
の
中
で
、
ボ
ー

ト
の
思
い
出
を
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。 

 

「
昭
和
初
期
ま
で
、
県
立
土
浦
中
学
校
（
土

浦
一
高
）
に
ボ
ー
ト
部
が
あ
っ
た
。
当
時
の
ボ

ー
ト
は
固
定
シ
ッ
ク
ス
と
い
う
今
の
レ
ー
ス
ボ

ー
ト
の
よ
う
な
ス
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
シ
ー
ト
な
ど

の
無
い
幅
の
広
い
６
人
漕
ぎ
の
ボ
ー
ト
で
あ

る
。
赤
の
「
さ
く
ら
」
、
緑
の
「
つ
く
ば
」
、

青
の
「
か
す
み
」
の
３
隻
で
お
世
辞
に
も
ス
マ

ー
ト
と
は
い
え
な
い
艇
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
で

も
当
時
の
中
学
生
の
胸
の
血
を
わ
か
す
に
は
充

分
で
あ
っ
た
。
春
、
３
月
と
も
な
れ
ば
、
学
級

対
抗
の
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
に
備
え
て
練
習
が
始
ま

る
。
川
岸
の
艇
庫
か
ら
ト
ロ
ッ
コ
に
乗
せ
て
艇

を
水
の
上
に
下
ろ
し
て
、
重
い
オ
ー
ル
を
引
く
。

広
い
霞
ヶ
浦
の
中
で
の
単
調
な
練
習
に
飽
き
る

と
、
禁
止
さ
れ
て
い
る
桜
川
遠
征
を
企
て
る
。

こ
ど
も
達
は
今
も
昔
も
同
じ
、
禁
止
さ
れ
て
い

る
事
を
し
た
が
る
も
の
だ
。
」 

 
 

            

「
６
月
の
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
が
終
わ
る
と
、
学
校

の
許
可
を
も
ら
っ
て
よ
く
ボ
ー
ト
を
漕
い
だ
も

の
だ
。
レ
ー
ス
前
は
き
つ
い
練
習
が
続
け
ら
れ

た
の
だ
が
、
夏
休
み
頃
ま
で
は
湖
に
遊
び
に
出

る
た
め
ボ
ー
ト
を
出
し
た
。
観
光
ホ
テ
ル
（
現

在
の
ホ
テ
ル
Ｃ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ｏ
Ｈ
）
の
所
に
艇
庫
が

あ
り
、
ト
ロ
ッ
コ
に
乗
せ
て
ボ
ー
ト
を
川
に
下

ろ
す
。
６
人
漕
ぎ
の
固
定
シ
ッ
ク
ス
と
い
う
幅

の
広
い
重
い
ボ
ー
ト
だ
が
結
構
楽
し
か
っ
た
。

水
神
宮
の
一
本
松
、
二
本
松
、
三
本
松
が
湖
の

中
に
立
っ
て
い
た
。
通
運
丸
な
ど
の
航
路
標
識

に
な
っ
て
い
た
。
前
谷
原
の
突
端
に
二
本
松
が

あ
る
。
川
口
川
の
出
口
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
桜

川
の
河
口
か
ら
直
線
の
位
置
に
あ
っ
た
三
本
松

ま
で
は
千
ｍ
、
遊
び
で
あ
っ
て
も
此
の
区
間
は

真
剣
に
漕
い
だ
。 

 

夏
の
霞
ヶ
浦
は
下
風
で
あ
る
。
東
南
の
風
が

多
い
。
二
本
松
か
ら
三
本
松
方
向
へ
進
む
の
は

向
か
い
風
で
あ
る
。
風
の
強
い
日
は
湖
面
に
白

波
が
立
つ
、
浪
の
う
ね
り
も
高
く
な
る
。
そ
ん

な
日
千
ｍ
の
コ
ー
ス
は
相
当
き
つ
い
。
三
本
松

ま
で
行
っ
て
小
休
止
す
る
と
帰
り
は
追
い
風
で

あ
る
。
オ
ー
ル
を
立
て
て
帆
の
代
わ
り
に
し
て

ボ
ー
ト
を
流
す
。
そ
ん
な
時
ボ
ー
ト
の
中
で
寝

な
が
ら
聞
く
よ
し
き
り
の
声
は
最
高
で
あ
る
。

広
い
前
谷
原
の
中
の
た
く
さ
ん
の
合
唱
が
湖
の

中
心
ま
で
ひ
び
く
。
涼
し
い
風
を
受
け
て
よ
し

き
り
の
声
を
聞
き
な
が
ら
の
ん
び
り
ボ
ー
ト
を

流
し
て
い
る
と
暑
い
夏
の
日
も
天
国
で
あ
る
。

…
二
本
松
の
所
か
ら
南
へ
一
直
線
に
桜
川
へ
出

る
水
路
が
谷
原
の
中
を
走
っ
て
い
た
。
上
級
生

が
名
づ
け
て
ア
ン
パ
ン
海
峡
の
愛
称
で
呼
ん
で

い
た
細
い
水
路
で
あ
る
。
艇
を
進
め
て
水
路
に

入
る
と
、
ヨ
シ
の
根
が
３
、
４
ｍ
の
深
さ
の
湖

底
ま
で
ス
ッ
キ
リ
見
え
る
澄
ん
だ
水
で
あ
り
、

ヨ
シ
の
生
え
た
池
塘
が
フ
ラ
フ
ラ
浮
か
ん
で
い

た
り
、
谷
原
の
中
は
浮
世
離
れ
し
た
別
天
地
で

あ
っ
た
。
カ
イ
ツ
ブ
リ
や
バ
ン
な
ど
の
水
鳥
の

巣
も
ヨ
シ
に
掛
か
っ
て
い
た
し
水
鳥
の
囀
（
さ

え
ず
）
り
の
ほ
か
音
の
無
い
水
路
で
あ
っ
た
。

私
達
は
好
ん
で
こ
の
水
路
を
通
っ
た
も
の
で
あ

る
。
夏
、
水
路
は
水
草
の
花
畑
と
な
る
。
オ
モ

ダ
カ
、
オ
ニ
バ
ス
、
ホ
テ
イ
ア
オ
イ
、
コ
ウ
ホ

ネ
、
ヒ
ツ
ジ
草
等
、
今
で
は
見
ら
れ
な
い
種
々

の
水
草
が
、
白
黄
紫
と
り
ど
り
の
可
憐
な
花
を

つ
け
て
澄
ん
だ
水
面
に
ひ
っ
そ
り
と
咲
き
み
だ

れ
て
い
た
。
」
（
要
旨
抜
粋
） 

 

端
艇
を
漕
ぎ
つ
つ
、
肌
で
感
じ
取
れ
る
楽
し

さ
や
格
別
の
爽
快
感
と
と
も
に
、
霞
ヶ
浦
の
自

然
の
豊
か
さ
が
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
く
る
。 

平成２４年１０月２日 

茨城県立土浦第一高等学校  

進修同窓会旧本館活用委員会 

第５０号 

土中生が最も血沸かせ肉躍らせたのはボートレース。一方で，心身を鍛練し

自然豊かな風情を満喫できたのは，霞ヶ浦端艇（ボート）行・周航だった。「左

手には連山依々所々に早くも紅葉を染めてうねり，筑波の秀峰がその上に黛を

凝らしてボート行を見送るが如く，湖岸の葦は青翠滴るが如く，飛び交う五位

鷺の群と静かに鳴くかいつぶりの声が旅情を誘う」（大正４年『進修』第 18 号）

と湖上の“妙”を活写する。今号は悠揚たる端艇行・周航を取り上げてみたい。 



 

 
潮来市（旧牛堀町）永山から見た霞ヶ浦
に沈む夕陽（上，平成 24 年５月撮影）
鹿島神宮拝殿（下，平成 19 年８月撮影） 

筑波山を背に，遊覧船
と帆掛け船がゆき，水
鳥が空を舞う（上，『霞
ヶ浦写真館』より転載）
霞ヶ浦水泳場（右，大
正期『写真記録茨城の
２０世紀』より転載 
 

            

  

霞
ヶ
浦
周
航
（
遠
漕
）
の
は
じ
ま
り 

 

日
頃
か
ら
ボ
ー
ト
に
慣
れ
親
し
ん
で
い
れ

ば
、
霞
ヶ
浦
周
航
（
遠
漕
）
に
挑
も
う
、
と
い

う
の
は
当
然
の
理
（
こ
と
わ
り
）
。
そ
の
試
み

は
、
本
校
校
歌
を
作
曲
し
た
尾
崎
楠
馬
先
生

（
小
紙
22
号
で
詳
述
）
の
一
言
で
始
ま
っ
た
。

『
進
修
』
第
13
号
（
明
治
43
（
1910
）
年
１
月

30
日
発
行
）
の
「
鹿
島
遠
漕
記
事
（
橋
本
芳

雄
（
中
９
回
卒
）
」
に
は
、
そ
の
経
緯
・
状
況

が
丁
寧
に
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
現

代
文
風
に
整
理
し
て
追
っ
て
み
た
い
。 

「
明
治
42
（

1909
）
年
８
月
７
日
、
田
村
弁
財
天

先
で
水
泳
練
習
が
実
施
さ
れ
る
。
遠
泳
の
試
験

も
無
事
終
わ
り
、
一
同
芝
の
上
で
休
ん
で
い
る

と
、
『
さ
て
、
い
よ
い
よ
明
日
で
水
泳
（
練
習
）

も
終
わ
る
。
と
こ
ろ
で
、
一
同
遠
漕
は
如
何
か
』

と
、
尾
崎
先
生
が
発
議
。
も
ち
ろ
ん
生
徒
た
ち

が
日
頃
か
ら
熱
望
し
て
い
た
こ
と
で
あ
り
、
た

ち
ま
ち
『
賛
成
々
々
』
の
叫
び
声
。
鹿
島
へ
の

遠
漕
が
決
ま
る
。 

 

８
月
９
日
、
端
艇
『
桜
』
に
尾
崎
先
生
と
生

徒
８
名
、
『
霞
』
に
は
舟
本
氏
と
生
徒
８
名
が

乗
り
込
み
、
午
前
６
時
、
川
口
の
艇
庫
を
出
発
。

田
村
弁
財
天
、
沖
宿
、
沖
宿
か
ら
対
岸
の
大
山

鼻
へ
。
そ
の
後
、
難
所
と
言
わ
れ
る
三
叉
沖
を

過
ぎ
る
と
、
浮
島
が
大
き
く
な
り
、
湖
上
に
は

木
原
方
面
か
ら
の
蒸
気
船
や
帆
を
張
っ
た
高
瀬

船
も
行
き
交
う
。 

 

牛
堀
を
前
に
、
一
同
湖
に
飛
び
込
ん
で
汗
を

流
し
、
『
桜
』
組
は
赤
、
『
霞
』
組
は
青
の
ユ

ニ
フ
ォ
ー
ム
に
着
替
え
、
10
時
過
ぎ
に
牛
堀
に

上
陸
。
子
ど
も
た
ち
は
、
珍
し
げ
に
駆
け
寄
り
、

女
た
ち
は
『
此
の
暑
さ
に
ま
あ
〜
』
と
、
驚
き

顔
。
生
徒
た
ち
は
す
こ
ぶ
る
得
意
顔
。
昼
食
の

弁
当
を
平
ら
げ
、
30
分
ほ
ど
休
憩
。
飲
料
水
を

積
ん
で
、
潮
来
へ
向
け
て
出
発
。
潮
来
か
ら
は

前
川
を
経
て
北
浦
へ
、
ほ
ど
な
く
大
舟
津
に
到

着
。
湖
岸
に
面
し
た
新
し
い
学
校
（
補
足
、
大

舟
津
小
学
校
か
）
に
ボ
ー
ト
を
着
け
、
ボ
ー
ト

の
係
留
を
依
頼
す
る
も
、
小
使
の
爺
さ
ん
、
頑

固
で
全
く
話
が
わ
か
ら
ず
（
あ
い
に
く
校
長
以

下
教
職
員
が
研
修
の
た
め
留
守
で
あ
っ
た
）
、

役
場
ま
で
行
っ
て
許
可
を
受
け
る
始
末
。
役
場

の
職
員
に
出
向
い
て
も
ら
っ
て
、
や
っ
と
爺
さ

ん
を
納
得
さ
せ
た
後
、
徒
歩
で
鹿
島
の
町
に
向

か
う
。
宿
泊
は
鹿
島
小
学
校
を
借
用
。
部
屋
は

小
さ
な
裁
縫
室
、
暑
さ
、
蚊
、
蚤
に
閉
口
す
る

も
、
尾
崎
先
生
が
奏
で
る
オ
ル
ガ
ン
の
一
曲
一

節
に
癒
さ
れ
な
が
ら
、
生
徒
た
ち
は
い
つ
の
間

に
か
眠
り
に
落
ち
て
い
っ
た
。 

 

８
月
10
日
は
、
鹿
島
神
宮
に
詣
で
、
鹿
島
灘

で
海
水
浴
。
波
の
荒
い
鹿
島
灘
。
霞
ヶ
浦
の
波

に
慣
れ
親
し
ん
だ
生
徒
た
ち
は
、
当
初
は
恐
る

恐
る
で
あ
っ
た
が
、
馴
れ
る
に
従
っ
て
、
一
日

海
水
浴
を
満
喫
。 

 

８
月
11
日
、
目
を
醒
ま
す
と
、
空
は
曇
り
、

強
い
風
。
こ
れ
で
帰
れ
る
か
と
少
々
心
配
に
。

し
か
し
行
け
る
と
こ
ろ
ま
で
行
こ
う
と
、
午
前

７
時
30
分
、
大
舟
津
を
出
発
。
波
が
高
く
、
飛

沫
が
顔
に
か
か
る
。
北
浦
、
前
川
、
潮
来
を
経

て
、
よ
う
や
く
牛
堀
に
到
着
。
女
た
ち
は
『
こ

の
浪
に
ま
あ
〜
』
と
、
驚
き
の
声
。
な
か
の
一

人
が
『
お
前
等
、
命
が
惜
し
く
な
い
な
ら
行
く

が
よ
か
ろ
う
』
と
ま
で
言
い
放
つ
。
こ
れ
に
は

生
徒
達
た
ち
が
驚
き
顔
。
そ
れ
で
も
牛
堀
で
は

万
事
都
合
が
悪
い
の
で
、
と
に
か
く
麻
生
ま
で

行
く
こ
と
に
。
波
は
高
く
、
前
を
行
く
ボ
ー
ト

の
底
部
が
み
え
る
ほ
ど
。
必
死
に
オ
ー
ル
を
漕

ぎ
続
け
、
や
っ
と
の
思
い
で
麻
生
に
到
着
。
『
行

く
べ
き
か
、
行
か
ざ
る
べ
き
か
』
、
議
論
が
二

手
に
分
か
れ
る
も
、
暴
風
警
報
が
出
る
に
お
よ

び
、
麻
生
に
留
ま
る
こ
と
に
。
帰
省
中
の
同
級

生
の
は
か
ら
い
で
柏
屋
に
宿
泊
。
警
察
よ
り
電

話
で
土
浦
に
連
絡
し
て
も
ら
い
、
尾
崎
先
生
は

校
長
に
電
報
。
校
長
よ
り
の
返
電
は
『
イ
ソ
グ

ナ
、
ジ
チ
ョ
ウ
セ
ヨ
』
。
言
、
簡
に
し
て
、
意
、

深
重
。
こ
れ
よ
り
し
ば
ら
く
『
自
重
』
の
語
が

生
徒
た
ち
に
大
い
に
流
行
。 

 

翌
日
８
月
12
日
は
雨
も
降
ら
ず
、
風
も
な
し
。

一
同
は
喜
び
勇
ん
で
麻
生
を
出
航
。
天
王
崎
、

浮
島
を
越
え
、
大
山
鼻
を
廻
り
、
沖
宿
で
小
休

止
。
田
村
弁
財
天
で
一
泳
ぎ
、
昼
食
を
す
ま
せ
、

ボ
ー
ト
の
清
掃
。
そ
の
後
、
木
陰
で
茶
話
会
（
母

校
で
は
心
配
を
し
て
い
た
と
思
う
が
、
な
ん
と

も
の
ん
び
り
と
し
た
話
だ
）
。
尾
崎
先
生
が
当

時
、
流
行
っ
て
い
た
歌
を
ま
ね
て
、
『
シ
ャ
ブ
、

シ
ャ
ブ
、
シ
ャ
ブ
と
漕
ぎ
来
る
は
、
土
浦
中
学

水
上
部
の
遠
漕
隊
、
色
は
真
黒
気
で
歯
が
白
い
、

オ
ー
ル
握
っ
て
バ
ッ
ク
を
き
か
す
、
大
舟
津
の

頑
固
爺
、
鹿
島
の
学
校
で
蚊
に
喰
わ
れ
、
麻
生

の
柏
屋
で
菓
子
を
食
う
』
。
オ
ー
ル
に
合
わ
せ

て
一
同
で
こ
の
歌
を
歌
い
な
が
ら
、
午
後
４
時
、

無
事
川
口
着
、
『
水
上
部
万
歳
！
』
を
三
唱
し

て
解
散
と
な
っ
た
。
」 

 
 

 
 

 
 

そ
し
て
、
最
後
に
橋
本
氏
は
「
金
は
要
ら
ず
、

自
由
で
、
し
か
も
面
白
く
、
且
つ
勇
気
を
増
し
、

意
志
の
鍛
錬
に
な
っ
た
此
の
行
も
、
無
事
こ
れ

で
終
わ
り
を
結
ん
だ
」
と
記
し
擱
筆
し
て
い

る
。
こ
れ
以
後
、
後
輩
達
も
「
山
と
立
ち
く
る

大
波
も 

千
尋
の
底
の
淵
と
て
も 

慣
れ
て
我

家
に
異
な
ら
ず 

嵐
も
強
く
吹
か
ば
吹
け 

な

ん
ぞ
恐
れ
ん
海
国
男
子
」
（
『
進
修
』
第
18
号
）

と
、
意
気
高
く
し
て
遠
漕
を
た
び
た
び
試
み
て

い
く
。
そ
れ
ら
を
仔
細
に
し
る
し
た
記
事
が

『
進
修
』
誌
上
を
飾
っ
て
い
る
。 

○
『
進
修
』
第
17
号
（
大
正
３
（

1914
）
年
２
月

発
行
）
「
鹿
島
遠
漕
記
」
５
年
稲
葉
三
郎 

○
『
進
修
』
第
18
号
（
大
正
４
（

1915
）
年
３
月

発
行
）
「
香
取
遠
漕
記
」
４
年
菊
地 

武 

○
『
進
修
』
第
22
号
（
大
正
11
（

1922
）
年
７
月

発
行
）
「
鹿
島
に
向
け
て
遠
漕
」 

○
『
進
修
』
第
23
号
（
大
正
13
（

1924
）
年
７
月

発
行
）
「
牛
堀
ま
で
遠
漕
」 

彷
彿
さ
せ
る
情
感
「
琵
琶
湖
周
航
の
歌
」 

第
三
高
等
学
校
（
現
京
都
大
学
）
の
生
徒
で

あ
っ
た
小
口
太
郎
が
、
大
正
６
（
1917
）
年
、

琵
琶
湖
一
周
の
漕
艇
中
に
作
詞
し
た
の
が
「
琵

琶
湖
周
航
の
歌
」
（
作
曲
は
吉
田
千
秋
、
三
高

寮
歌
。
1971
年
に
加
藤
登
紀
子
が
カ
バ
ー
し
、

ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
と
し
て
一
般
に
知
ら
れ
る
）
。

海
国
男
子
の
土
中
生
も
、
そ
の
巻
頭
言
の
「
風

吹
か
ば 

風
吹
く
ま
ま
に
、
波
立
た
ば 

波
立
つ

ま
ま
に
」
の
情
感
た
っ
ぷ
り
に
、 

行
く
手
は

る
か
に
筑
波
の
峰
を
仰
ぎ
つ
つ
、
茫
々
た
る
湖

上
で
オ
ー
ル
を
握
っ
て
い
た
に
違
い
な
い
。 

         


